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　「救急の日」及び「救急医療週間」は、救急医療及び
救急業務に対する国民の正しい理解と認識を深め、救急
医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に、昭和57
年に定められ、以来、毎年９月９日を「救急の日」とし、
この日を含む１週間（日曜日から土曜日まで）を「救急
医療週間」としています。（今年は、９月４日（日）か
ら９月10日（土）まででした。）この期間には、全国各
地において、消防庁、厚生労働省、都道府県、市町村、
全国消防長会、公益社団法人日本医師会、一般社団法人
日本救急医学会、その他関係機関の協力により各種行事
が開催されました。また、今年度の行事等の実施に当たっ
ては、現下の新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、
実技や実演など対面・集合を伴うものについては、人数
を制限する、延期やオンラインでの開催を検討するなど、
感染拡大の防止に十分留意した上での活動が行われまし
た。
　消防庁では、「令和４年度救急功労者表彰式」及び「応
急手当の普及啓発に関するアニメーション動画の公開」
を行いました。

救急企画室

令和４年度「救急の日」及び「救急医療週間」に
おける消防庁の取組

１．はじめに

２．令和４年度救急功労者表彰式

　９月９日（金）、ＫＫＲホテル東京において、一般財団
法人救急振興財団　山本保博会長及び全国消防長会　清
水洋文会長に御臨席いただき、令和４年度救急功労者表
彰式が挙行されました。
　受賞者の皆様は、長年にわたり、救急隊員の教育・指導、
救急患者の積極的な受入れ、応急手当の普及啓発推進な
どに御尽力され、各地域の救急医療や救急業務を支えて
こられた方々です。　
　総務大臣表彰は14名の方々と１団体、消防庁長官表彰
は17名の方々が受賞され、寺田稔総務大臣及び前田一浩
消防庁長官から表彰状が授与されました。

総務大臣表彰の授与

消防庁長官表彰の授与

記念撮影
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令和４年度救急功労者表彰受賞者
（五十音順・敬称略）

総務大臣表彰
○個人表彰（14名）
 ・井

い

　　清
せ い し

司（熊本県推薦）  ・津
つ ざ き

﨑　　建
け ん

（大分県推薦）

 ・稲
い な だ

田　眞
し ん じ

治（愛知県推薦）  ・辻
つ じ か わ

川　知
と も ゆ き

之（滋賀県推薦）

 ・井
い の う え

上　義
よ し ひ ろ

博（岩手県推薦）  ・中
な か た

田　泰
や す ひ こ

彦（千葉県推薦）

 ・太
お お た

田　正
ま さ た か

隆（三重県推薦）  ・橋
は し も と

本雄
ゆ う た ろ う

太郎（東京都推薦）

 ・川
か わ か み

上　一
か ず た け

岳（宮城県推薦）  ・花
は な だ

田　裕
ひ ろ ゆ き

之（青森県推薦）

 ・鴻
こ う の

野　公
ま さ の ぶ

伸（兵庫県推薦）  ・松
ま つ も と

本　昭
あ き の り

憲（福島県推薦）

 ・高
た か す

須　　朗
あきら

（大阪府推薦）  ・和
わ と う

藤　幸
ゆ き ひ ろ

弘（石川県推薦）

○団体表彰（１団体）
 ・一

いっぱんざいだんほうじんどうゆうかい

般財団法人同友会　藤
ふじさわしょうなんだいびょういん

沢湘南台病院（神奈川県推薦） 

消防庁長官表彰
○個人表彰（17名）
 ・相

あ い ざ わ

澤　充
み つ の り

則（富山県推薦）  ・堀
ほ り

　　英
え い じ

治（大阪府推薦）

 ・上
う え の

野　弘
こ う じ

二（熊本県推薦）  ・松
ま つ だ

田　繁
し げ か つ

勝（岩手県推薦）

 ・宇
う つ み や

津宮　進
すすむ

（鳥取県推薦）  ・松
ま つ な が

永　真
ま な お

雄（広島県推薦）

 ・遠
え ん ど う

藤　浩
ひ ろ ゆ き

之（福島県推薦）  ・松
ま つ も と

本　　裕
ゆたか

（石川県推薦）

 ・北
き た や ま

山　勝
か つ ひ ろ

博（埼玉県推薦）  ・三
み う ら

浦　直
な お ひ と

人（青森県推薦）

 ・嶋
し ま だ

田　富
と み じ

司（和歌山県推薦）  ・宮
み や の

野　　收
おさむ

（東京都推薦）

 ・千
ち ば

葉　正
ま さ は る

晴（宮城県推薦）  ・村
む ら た

田　康
や す ひ ろ

裕（福岡県推薦）

 ・堤
つつみ

　　和
か ず よ し

由（群馬県推薦）  ・山
や ま ぞ え

添　裕
ゆ う じ

司（滋賀県推薦）

 ・細
ほ そ や ま だ

山田孝
こ う み

美（鹿児島県推薦）

問合わせ先
　消防庁救急企画室
　TEL: 03-5253-7529

４．おわりに

　消防庁では、「救急の日」及び「救急医療週間」を通
じて都道府県や市町村、関係機関などと連携し、救急医
療及び救急業務に対する国民の正しい理解と認識を深め
ていくとともに、救急業務のより一層の充実強化を図っ
ていきたいと思います。

　例年、消防庁では、「救急の日」及び「救急医療週間」
にあわせて、イベント会場で催事を行ってきましたが、
今年度も昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症
の影響を考慮し、人を集める催事の実施はとりやめ、そ
の代替として、応急手当の普及啓発に関するアニメー
ション動画を公開しました。
　アニメーション動画のデザインは、一般財団法人救急
振興財団が制作した、「救急の日」のポスターと同じ図柄
を使用しました。ポスターのテーマは、「その一手が命を
つなぐ」で、一人ひとりの行動が命を救うことになる「救
命の連鎖」を将棋になぞらえてデザインされています。
　アニメーション動画は、９月２日（金）から、消防庁、

厚生労働省、日本救急医学会及び日本救急医療財団の共
催により各団体のホームページで公開をするとともに、
ＳＮＳ等も活用して普及啓発を行いました。

３．応急手当の普及啓発に関するアニメー
ション動画の公開

令和４年度救急の日ポスター

応急手当の普及啓発に関するアニメーション動画


